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て基礎データを得ている。測定値に対して ADR（Axial Dispersion Reactor）モデルを適用して、
オゾンと紫外線による大腸菌の不活化速度定数を求め、オゾン濃度と大腸菌濃度の接触槽内分布を
記述できることを示した。その上で、実施設における不活化能を推定し、その変動とともに三角分
布として表示した。代表的なケースでは、オゾン注入率 0.25 mg/Lのとき、不活化能は最尤値 3.43  
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学位論文として価値あるものと認める。また、平成 27 年 9 月 24 日、論文内容
とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得
基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
